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“はたらく”に歓びを

使命と目指す姿

価値観

創業の精神

三愛精神
「人を愛し　国を愛し　勤めを愛す」

リコーグループの日々の判断や活動の基礎となる普遍的な理念です。
創業の精神、価値観、使命と目指す姿、の全体を指します。

企業理念（リコーウェイ）

使命と目指す姿
“はたらく”に歓びを
“はたらく”に寄り添い変革を起こしつづ 

けることで、人ならではの創造力の発揮を
支え、持続可能な未来の社会をつくります。

価値観
使命を果たし目指す姿を実現するための
社員の行動指針です。創業の精神

「三愛精神」は、1946年にリコーの創業
者、市村清が提唱したもので、リコーでは
創業の精神と位置づけています。これは
事業・仕事を通じて、自分、家族、顧客、 
関係者、社会のすべてを豊かにすること
を目指した考えで、リコーグループの全社
員が、経営や仕事を行ううえで原点となる
ものです。

GEMBA

現場・現物・現実から
学び
改善する

CUSTOMER- 
CENTRIC

お客様の立場で考え、
行動する

PASSION

何事も前向きに、
情熱を持って
取り組む

WINNING SPIRIT

失敗をおそれず、
まずチャレンジし、
成功を勝ち取る

TEAMWORK

お互いを認め合い、
すべての人と
共創する

INNOVATION

制約を設けず、
柔軟に発想し、
価値を生み出す

ETHICS AND 
INTEGRITY
誠実に、正直に、

責任を持って行動する

リコーグループは、
“はたらく”に寄り添い変革を起こしつづけることで、
人ならではの創造力の発揮を支え、
持続可能な未来の社会をつくります。
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リコージャパンは、すべてのステークホルダーの皆様に、私たちのサステナビリティの活動をお
伝えするために、「サステナビリティレポート」を発行しています。本レポートでは、「DX & GX 

～ AI」でお客様に寄り添い、事業とSDGs/ESGを同軸と捉えて取り組んでいることを、マテリア
リティとESG（環境・社会・ガバナンス）の観点で整理して紹介しています。

Webサイト  リコージャパンのサステナビリティ
    https://jp.ricoh.com/companies/ricoh-japan/sustainability

  リコージャパン「企業情報」
    https://jp.ricoh.com/companies/ricoh-japan

報告対象範囲 リコージャパン株式会社（一部 株式会社リコー）

報告対象期間  2025年4月～2026年3月（一部、2026年4月以降の活動も掲載）

発行 2026年6月

お問い合わせ先 リコージャパン株式会社
 経営企画本部 ESGセンター ESG推進部
 〒105-8503 東京都港区芝3-8-2 芝公園ファーストビル
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